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は

じ

め

に

周
知
の
如
く
、
和
蕃
公
主
と
は
近
隣
諸
国
を
懐
柔
す
る
た
め
に
中
原
王
朝
か
ら
降
嫁
さ
れ
た
公
主
の
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
現
在
に
至
る

ま
で
若
干
の
小
論
を
通
じ
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
つ
い
て
漢
か
ら
宋
ま
で
の
変
遷
過
程
を
検
討
し
て
き
た

2
0
そ
こ
で
は
、
漢
民
族
王
朝
と
、

北
方
諸
族
及
び
こ
の
影
響
を
強
く
受
け
て
建
国
さ
れ
た
王
朝
と
に
お
け
る
和
蕃
公
主
の
降
嫁
の
在
り
方
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
胡
十

六
国
北
朝
惰
唐
の
時
代
に
お
け
る
特
異
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
は
五
胡
十
六
国
北
朝
を
承
け
た
惰
唐
に
お
い

て
は
中
国
皇
帝
か
ら
近
隣
諸
国
へ
恵
み
与
え
ら
れ
る
思
寵
へ
と
展
開
し
、
盛
ん
に
実
施
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
点
が
際
立
っ
て
い
る
こ
と
、

一
方
、
他
の
時
代
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
性
格
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
が
思
寵
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
統
一
王
朝
と
し
て
の
勢
威
が
目
に
見
え
る
形
で
表
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
如
何
な
る
形
で
表
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
、
婚
儀
の
場
に
お
け
る
和
蕃
公
主
の
降
嫁

の
実
態
に
つ
い
て
注
目
し
て
き
た
（
Z
J
。
そ
こ
で
は
、
唐
代
を
中
心
と
し
て
こ
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
儀
礼
を
再
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ

の
結
果
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
は
『
大
唐
開
元
礼
』
公
主
降
嫁
の
条
で
規
定
さ
れ
た
儀
礼
に
則
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
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つ
ま
り
、
唐
が
国
家
間
の
婚
儀
を
介
し
、
近
隣
諸
国
へ
至
る
ま
で
中
国
文
化
を
徹
底
さ
せ
て
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
指
摘
し

た
の
で
あ
る
。

更
に
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
の
実
態
を
具
体
的
に
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
婚
儀
の
際
に
中
原
王
朝
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
移
動
し
た

ヒ
ト
と
モ
ノ
と
に
関
す
る
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
両
者
は
恩
寵
と
し
て
の
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
付
随
し
た
存
在
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
は
、
婚
姻
に
基
づ
く
外
交
政
策
を
通
じ
た
唐
の
国
際
戦
略
が
示
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
既
に
報
告
し
た
小
論
に
お
い
て
筆
者
は
次
の
こ
と
を
論
述
し
た
。
即
ち
、
唐
代
後
半
で
は
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た

金
銭
の
額
が
莫
大
な
数
量
に
増
加
し
て
い
た
こ
と
、
及
び
、
当
時
、
金
銭
の
額
が
最
高
で
あ
る
真
公
主
を
降
嫁
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ウ
イ
グ
ル

を
懐
柔
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
5
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
動
向
に
は
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
ヒ
ト

と
モ
ノ
と
の
両
者
が
占
め
る
比
重
に
変
遷
を
生
じ
さ
せ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
き
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で
は
、
婚
儀
に
お
け
る
ヒ
ト
の
移
動
と
い
う
面
で
は
、
①
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
伴
っ
て
唐
か
ら
近

隣
諸
国
へ
と
同
行
し
た
女
性
の
存
在
が
知
何
な
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
追
究
す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
婚
儀
に

お
け
る
モ
ノ
の
移
動
と
い
う
面
で
は
、
②
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
の
実
態
が
如
何
な
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
上
で
、
そ
の
両
者
が
相
互
に
知
何
に
関
連
し
つ
つ
、
当
該
時
代
に
お
け
る
時
代

性
を
表
出
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
の
解
明
を
目
指
し
た
い
。

た。
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在

本
節
で
は
、
唐
代
を
中
心
と
し
た
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
巡
る
実
態
の
解
明
を
目
指
す
た
め
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
伴
っ
て
唐
か
ら
近
隣
諸

国
へ
と
同
行
し
た
女
性
の
存
在
が
知
何
な
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
見
て
み
る
（
こ
の
表
は
唐
代
に
行
わ
れ
た
和
蕃

公
主
の
降
嫁
事
例
に
つ
い
て
年
代
順
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
）
。
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表

〈唐代に行われた和蕃公主の降嫁事例〉

⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

（開 （開 （開 （景 （貞 （貞 年

七元 七元 七元 七龍 六観 六観 代
一 一 一五 一五 一四 四一 四一

ニ 0 七年 七年 O 年 一玉 0 四
）年 、、＿＿， 、、，〆 、ーー〆 ）年 ）年

万’三＝す， 刀’：：：.て 刀’三＝て？ ’刀土て， 刀’＝ァて 刀’：：：.言 出
東成女 永東女 固従女 金薙女 文女 弘女 自
光安 楽平 安外 城王 成 化

0 0 公王 公甥 公守 公 公

主主 主外 主辛 主礼 主 主

女 孫 主王主子L 女

楊 初

フ巳 女

品司

女

李 実 李 契 李 柔 棄 吐 棄 吐 慕 吐 降

魯 失 丹 大 隷 蕃 万由三 蕃 廿打吊 ノ目ー、 嫁

蘇 活 百商 踊 弄 r有~揮 先
賛 讃 島

鉢

唐『 巻『 巻『 ＝司 E『 E司 E『 唐『 出

書旧 一旧 一旧 新旧 新旧 書旧 典
』唐 －麿 ー唐 唐唐 唐唐 』唐

巻書 九書 九書 書書 書書 巻書
一ー 島田

巴＝ 住＝ 島＝』ロ 色＝色＝ 一ー 品目

契巻 薬巻 二巻
一巻 巻巻 巻巻

九一
丹八 伝八 一 一
イ云 玄 九

実 九 玄 一九 一九 上八

伝 九 万’：：：.可 刀’＝て=' 
7’ミ ーFム＼ー・ 7・ミ ーF」」＼ー・

吐 止
下 五己 高己 上上 上上

谷谷

実 E『 ＝＝司 吐吐 吐吐 揮 揮

伝 新 新 蕃蕃 蕃蕃 イ云 ｛~ 
唐 唐 伝伝 伝伝

国司 書 書 上上 上上 巴＝官

新 』＝ 島＝ 新
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⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ ③ ⑦ 

唐代和蕃公主考降嫁に付随して移動したヒトとそノ｜（藤野

（乾 （天 （天 （天 （開 （開 （開

七元 七宝 七宝 七宝 七元 七元 七元

玉元 四四 四四 四三 一 一
一

八年 五載 五載 四載 六四 二 O 二 0
、、，J 、、＿＿， 、、＿＿， 、、，J ）年 ）年 ）年

粛 刀’三2て 刀’三＝て. と刀土て， 刀’：＝.て 家 刀’＝フて

寧宗 静外女 宜外女 和四女 東従女 交阿臣 燕従女

国女 楽孫 芳甥 儀従 華外 河史女 郡妹
公 公女 公女 公弟 公甥 公那 公夫

王 主 主 主参 主女 主懐 主慕

女 道 廿民』

女 嘉

賓

女

葛 ウ 李 契 李 柔 阿寧 李 契 蘇 ブげて円 李 契

鞠 イ 懐 丹 延 悉 遠 召日丹 禄E 騎 欝 丹

可 グ 節 寵 嫡 国 固
施
子

汗ノレ
達

干

唐『 巻『 巻『 ＝司 巻『 ＝『＝司 巻『

書旧 一旧 一！日 新 一旧 新｜日 一旧

』唐 ー唐 －唐 唐 一唐 唐唐 ー唐

巻書 九書 九書 書 九書 書書 九書
一色＝ 巴ロ 島＝ 住＝ lb= 色＝色＝ 巴＝コ

契巻 柔巻 契巻 契巻
一巻 巻 巻巻

七一
丹九 伝九 一 丹八 一 一 丹八

伝 玄
一

t’:A 玄 伝 玄上九 玄 一 一九

回 五
刀’三＝てァ 刀’＝士て， 一 ’刀三＝可？ 五 四 刀’：＝.て

鶴廻
高己 高己 下 高己 下下 高己

、 、

イ云紘 ＝『 ＝『 寧 ＝司 突突 ＝＝百

上伝 新 新 遠 新 厭厭 新

唐 唐 イ云 唐 伝伝 唐
＝『 書 書 下 書 下下 書
新 巴＝＝ ι＝ 色＝ 色＝
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⑮ ⑬ ⑭ 

（長 （貞 （大

八慶 七元 七暦

一一フE 八四 六四

一年 八年 九年
、、，J 、、＿＿， 、、＿＿，

憲 徳 家
太宗 威宗 崇僕臣

和女 安女 徽固女

公 公 公懐

主 主 主恩

女

伽笠ー： ウ メ口b、 ウ 牟 ウ

可里イ 骨 イ 羽イ
汗グ 日出 グ 可 グ
羅ル 禄ノレ r干 ノレ
~~ 
録 目比

没
f炉ム岳『、・ 可

施 t干

句

主

ネ最

目比

唐『 唐『 巴＝司 E『

書旧 書旧 新｜日
』唐 』唐 唐唐

巻書 巻書 書書
一色＝ 一ー ι＝コ 巴＝』＝

一巻 一巻 巻巻

七一 七一
一

下九 上コ 一

回 五 回 0 七一

鶴廻 鶴関 上 僕

イ云紘 伝播 回 E
下伝 上伝 鶴懐

伝恩
＝司 ＝＝司 上伝
新 新

周
知
の
如
く
、
唐
代
は
中
国
歴
代
王
朝
の
中
で
和
蕃
公
主
の
降
嫁
が
最
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
関
す

る
史
料
の
総
量
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
同
行
し
た
女
性
に
関
す
る
記
述
の
割
合
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
決
し
て
多
い
と
い

う
こ
と
は
出
来
な
い
。
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
を
細
部
に
至
る
ま
で
論
じ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
中
に

あ
り
、
乾
元
元
（
七
五
八
）
年
、
ウ
イ
グ
ル
の
君
長
の
葛
鞍
可
汗
へ
降
嫁
し
た
粛
宗
の
女
で
あ
る
寧
国
公
主
（
表
⑬
）
の
事
例
に
は
、
そ
の

と
き
、
彼
女
に
付
き
随
っ
て
ウ
イ
グ
ル
へ
と
赴
い
た
女
性
の
存
在
が
窺
え
る
。
従
っ
て
、
本
節
で
は
、
主
と
し
て
こ
の
事
例
に
注
目
し
て
可

能
な
限
り
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
寧
国
公
主
の
降
嫁
事
例
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
乾
元
元
（
七
五
八
）
年
、
葛
鞍
可
汗
へ
寧
国
公
主
を
降
嫁

し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
五
廻
紘
伝
に
、

詔
以
幼
女
封
為
寧
国
公
主
出
降
。
其
降
蕃
目
、
例
以
堂
弟
漢
中
郡
王
璃
為
特
進
、
試
太
常
卿
、
摂
御
史
大
夫
、
充
冊
命
英
武
威
遠
枇
伽

可
汗
使
。
：
：
：
及
璃
至
其
牙
帳
。
枇
伽
関
（
葛
鞠
）
可
汗
衣
緒
黄
抱
、
胡
帽
、
坐
於
帳
中
楊
上
。
儀
衛
甚
盛
、
引
璃
立
於
帳
外
。
．

璃
目
、
「
唐
天
子
以
可
汗
有
功
、
故
将
女
嫁
与
可
汗
結
姻
好
。
比
者
中
国
与
外
蕃
親
、
皆
宗
室
子
女
、
名
為
公
主
。
今
寧
国
公
主
、
天
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子
真
女
、
又
有
才
貌
、
万
里
嫁
与
可
汗
。
可
汗
是
唐
家
天
子
女
婿
、
合
有
礼
数
、
量
得
坐
於
楊
上
受
詔
命
耶
」
。
可
汗
乃
起
奉
詔
、
便

受
冊
命
。
翌
日
、
冊
公
主
為
可
敦
。

と
あ
る
。
従
来
、
宗
室
や
家
臣
を
出
自
と
す
る
女
性
が
仮
公
主
と
し
て
降
嫁
し
た
場
合
と
異
な
り
、
寧
国
公
主
は
初
め
て
真
公
主
と
し
て
降

嫁
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
寧
国
公
主
は
ウ
イ
グ
ル
の
可
敦
と
な
っ
た
が
、
乾
元
二
（
七
五
九
）
年
、
葛
勤
可
汗
が
死
亡
し
た

と
き
の
こ
と
と
し
て
、
同
伝
に
、

枇
伽
闘
可
汗
初
死
。
其
牙
官
、
都
督
等
欲
以
寧
国
公
主
殉
葬
。
公
主
目
、
「
我
中
国
法
、
婿
死
、
即
持
喪
、
朝
夕
央
臨
、
三
年
行
服
。

今
廻
紘
要
婦
、
須
慕
中
国
礼
。
若
今
依
本
国
法
、
何
須
万
里
結
婚
」
。
然
公
主
亦
依
廻
紘
法
、
欝
面
大
央
、
寛
以
無
子
得
帰
。
秋
八
月
、

寧
国
公
主
自
廻
紘
還
。
詔
百
宮
於
明
鳳
門
外
迎
之
。

と
あ
る
。
葛
鞠
可
汗
が
死
亡
し
た
際
、
寧
国
公
主
は
ウ
イ
グ
ル
の
風
習
に
従
っ
て
殉
死
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
断
っ
て

唐
へ
と
帰
国
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
こ
ま
で
、
寧
国
公
主
の
降
嫁
事
例
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
の
際
、
特
に
言
及
す
べ
き
は
、
寧
国
公
主
が
帰
国
し
て

以
降
、
次
の
如
き
史
料
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
即
ち
、
貞
元
七
（
七
九
一
）
年
、
ウ
イ
グ
ル
か
ら
の
遣
使
を
伝
え
て
、
同
伝
に
、

廻
紘
遣
使
律
支
達
干
等
来
朝
、
告
小
寧
国
公
主
嘉
。
廃
朝
三
日
。
故
、
粛
宗
以
寧
国
公
主
降
廻
紘
、
又
以
栄
王
女
勝
之
。
及
寧
国
来
帰
、

栄
王
女
為
可
敦
、
廻
紘
号
為
小
寧
国
公
主
、
歴
配
英
武
（
葛
鞠
）
・
英
義
（
牟
羽
）
二
可
汗
。
及
天
親
（
合
骨
拙
禄
枇
伽
）
可
汗
立
、

出
居
於
外
。
生
英
武
二
子
、
為
天
親
可
汗
所
殺
。
無
幾
亮
。

と
あ
る
（
4
）

O

そ
こ
に
は
、
小
寧
国
公
主
と
い
う
人
物
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
彼
女
は
寧
国
公
主
に
同
行
し
た
栄

王
の
女
と
あ
る
。
そ
の
栄
王
に
関
す
る
こ
と
と
し
て
、
同
書
巻
一

O
七
靖
恭
太
子
琉
伝
に
、

靖
恭
太
子
班
、
玄
宗
第
六
子
也
、
初
名
嗣
玄
。
開
元
二
年
三
月
、
封
為
甑
王
。
一
二
年
三
月
、
改
名
混
、
封
為
栄
王
。

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
付
き
随
っ
て
ウ
イ
グ
ル
へ
と
赴
い
た
女
性
と
は
粛
宗
の
姪
に
当
た
る
宗
室
の
女
性
で
あ
り
、

寧
国
公
主
と
は
従
姉
妹
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
寧
国
公
主
が
帰
国
し
た
事
態
を
受
け
、
ウ
イ
グ
ル
で
は
そ
の
栄

唐
代
和
蕃
公
主
考

l
降
嫁
に
付
随
し
て
移
動
し
た
ヒ
ト
と
モ
ノ
｜
（
藤
野
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王
の
女
が
可
敦
と
な
っ
て
小
寧
国
公
主
と
号
し
、
葛
勤
可
汗
へ
嫁
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
和
蕃
公
主
の
み
な
ら
ず
彼
女
に
伴
っ
て
唐

か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
同
行
し
た
女
性
も
結
果
的
に
そ
の
君
長
へ
嫁
い
だ
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
、
そ
う
し
た
女
性
の
存
在
は
如
何
な
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
し
た
『
旧

唐
書
』
巻
一
九
五
廻
紘
伝
貞
元
七
（
七
九
一
）
年
の
条
に
、
栄
王
の
女
が
寧
国
公
主
に
同
行
し
た
場
合
で
は
、
「
栄
王
の
女
を
以
て
之
に

勝
す
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
勝
」
と
い
う
語
に
注
目
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
意
味
に
関
す
る
こ
と
と
し
て
、
『
儀
礼
』
土
昏
礼

篇
に
、
女
従
者
畢
診
玄
、
纏
算
、
被
穎
齢
、
在
其
後
。

と
あ
り
、
鄭
玄
の
注
釈
に
、

勝
、
送
也
。
古
者
、
女
嫁
必
姪
梯
従
。
謂
之
勝
也
。

と
あ
る
。
こ
の
「
勝
」
を
巡
る
具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、
成
公
八
（
前
五
八
三
）
年
、
衛
の
共
姫
が
宋
へ
嫁
い
だ
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

『
春
秋
左
氏
伝
』
巻
二
六
に
、

衛
人
来
勝
共
姫
。
礼
也
、
凡
諸
侯
嫁
女
、
同
姓
勝
之
、
異
姓
則
否
。

と
あ
る
。
ま
た
、
元
始
五
（
五
）
年
、
前
漢
の
平
帝
が
崩
御
し
た
と
き
に
出
さ
れ
た
詔
と
し
て
、
『
漢
書
』
巻
一
二
平
帝
本
紀
に
、

詔
日
、
「
皇
帝
仁
恵
、
無
不
顧
哀
、
毎
疾
一
発
、
気
轍
上
逆
、
害
於
言
語
、
故
不
及
有
遺
詔
。
其
出
勝
妾
、
皆
帰
家
得
嫁
、
如
孝
文
時

故
事
」
。

と
あ
り
、
顔
師
古
の
注
釈
に
、

勝
妾
、
謂
従
皇
后
倶
来
者
。
勝
之
言
送
。
勝
音
食
証
反
、
又
音
苧
也
。

お
く
り
め

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
は
古
来
か
ら
婚
儀
の
際
に
は
必
ず
親
族
か
つ
同
姓
の
女
性
（
勝
）
が
新
婦
に
付
き
随
っ
て
赴
く
よ
う

に
規
定
さ
れ
、
施
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
諸
橋
徹
次
氏
は
、
「
結
婚
の
場
合
に
は
必
ず
勝
が
付
き
随
う
の
で

あ
る
。
勝
は
あ
る
場
合
に
は
た
だ
の
侍
女
と
し
て
働
く
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
多
く
の
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
妾
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
」
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と
さ
れ
て
い
る

5
0
同
様
に
、
唐
代
に
お
い
て
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
寧
国
公
主
の
事
例
に
見
ら
れ
た
知
く
、
公
主
降
嫁
に
際
し
て
宗
室
の
女

性
が
付
き
随
う
と
い
う
こ
と
は
施
行
さ
れ
て
い
た
。
中
で
も
、
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
和
蕃
公
主
の
み
な
ら
ず
彼
女
に
伴
っ
て
唐
か
ら
近
隣

諸
国
へ
と
同
行
し
た
女
性
も
結
果
的
に
そ
の
君
長
へ
嫁
ぎ
、
か
っ
、
和
蕃
公
主
が
帰
国
し
た
場
合
に
は
こ
の
女
性
が
名
代
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
唐
は
古
来
か
ら
の
し
き
た
り
に
従
い
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
宗
室
の
女
性
を
付
き
随
わ

せ
た
。
そ
し
て
、
恩
寵
と
し
て
の
和
蕃
公
主
が
担
う
中
原
王
朝
の
使
命
を
こ
の
同
行
し
た
女
性
ま
で
担
う
よ
う
に
求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
に
は
、
婚
姻
に
基
づ
く
外
交
政
策
を
通
じ
、
近
隣
諸
国
に
対
し
て
自
ら
の
国
際
支
配
体
制
を
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
す
る
唐
の
強
い
意

図
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
掲
し
た
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
五
廻
紘
伝
貞
元
七
（
七
九
二
年
の
条
に
、
葛
勤
可
汗
の
死
後
、
跡
を
継
い
で
立
っ
た
牟

羽
可
汗
へ
も
小
寧
国
公
主
は
嫁
い
で
い
た
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
に
如
何
な
る
意
味
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
単

に
、
ウ
イ
グ
ル
の
風
習
に
従
っ
て
所
謂
レ
ヴ
イ
レ

l
ト
婚
が
行
わ
れ
た
と
み
な
し
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
牟
羽
可
汗
は

小
寧
国
公
主
を
要
っ
て
い
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
大
暦
四
（
七
六
九
）
年
、
牟
羽
可
汗
へ
僕
固
懐
恩
の
女
を
崇
徽
公
主
（
表
⑭
）
と
し
て

降
嫁
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
新
唐
書
』
巻
一
二
七
上
回
鵠
伝
上
に
、

以
懐
思
幼
女
為
崇
徽
公
主
継
室
。
兵
部
侍
郎
李
酒
持
節
冊
拝
可
敦
、
賜
縛
繰
二
万
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
寧
国
公
主
と
は
別
に
、
牟
羽
可
汗
へ
は
唐
か
ら
正
式
な
和
蕃
公
主
が
降
嫁
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

正
式
な
立
場
と
し
て
の
和
蕃
公
主
と
は
別
に
、
副
次
的
な
立
場
と
し
て
唐
か
ら
来
た
女
性
が
常
に
近
隣
諸
国
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
前
掲
し
た
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
五
廻
花
伝
貞
元
七
（
七
九
一
）
年
の
条
に
、
小
寧
国
公
主
は
葛
鞠
可
汗
と
の

聞
に
二
人
の
子
供
を
産
ん
で
い
た
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
の
ち
に
、
ウ
イ
グ
ル
で
は
宰
相
の
頓
莫
賀
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
牟
羽

可
汗
を
倒
し
、
合
骨
拙
禄
枇
伽
可
汗
と
な
っ
た
（
6
）

O

彼
が
即
位
す
る
に
及
ん
で
小
寧
国
公
主
は
ウ
イ
グ
ル
の
宮
廷
の
外
に
出
さ
れ
、
ま
た
、

そ
の
子
供
達
も
結
果
的
に
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
小
寧
国
公
主
は
寧
国
公
主
の
降
嫁
に
同
行
し
て
以
降
、
最
期
に
至
る
ま
で
約

三
0
年
間
の
長
き
に
亘
っ
て
ウ
イ
グ
ル
に
残
留
し
て
い
た
と
い
う
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、

唐
代
和
蕃
公
主
考
｜
降
嫁
に
付
随
し
て
移
動
し
た
ヒ
ト
と
モ
ノ
（
藤
野
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合
骨
附
禄
枇
伽
可
汗
が
こ
の
子
供
達
を
殺
害
し
た
背
景
に
は
、
葛
鞠
可
汗
の
血
筋
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
小
寧
国
公
主
の
存
在
が
及
ぼ
す
影

響
力
を
無
視
出
来
な
い
状
況
も
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
合
骨
附
禄
枇
伽
可
汗
は
の
ち
に
徳
宗
の
女
で
あ
る
威
安
公
主
（
表
⑬
）
を

降
嫁
さ
れ
て
い
る
。
貞
元
四
（
七
八
八
）
年
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
伝
え
て
、
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
五
廻
紘
伝
に
、

詔
威
安
公
主
降
廻
紘
可
汗
。
伺
置
府
官
属
視
親
王
例
。
以
殿
中
監
嗣
膝
王
湛
然
為
成
安
公
主
婚
礼
使
、
関
播
検
校
右
僕
射
送
威
安
公
主

及
冊
週
紘
可
汗
使
。

と
あ
る
。
因
み
に
、
小
寧
国
公
主
の
事
例
の
他
に
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
も
の
の
こ
れ
と
同
様
の
事
例
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
長
寿
三
（
六
九
四
）

年
の
こ
と
と
し
て
、
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
九
外
臣
部
和
親
二
に
、

西
平
大
長
公
主
還
蕃
。
公
主
太
宗
之
族
妹
也
。
貞
観
中
、
吐
蕃
遣
使
請
婚
、
至
是
来
朝
。

と
あ
り
、
王
欽
若
の
注
釈
に
、

按
唐
書
、
太
宗
貞
観
一
五
（
六
四
一
）
年
、
文
成
公
主
出
降
吐
蕃
弄
讃
。
至
高
宗
永
隆
元
（
六
八

O
）
年
、
公
主
卒
。
実
録
所
載
西
平

大
長
公
主
、
検
和
親
之
事
跡
市
未
獲
。

と
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
西
平
大
長
公
主
と
い
う
人
物
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
郎
平
樟
氏
は
、
王
欽
若
の
注
釈
を
踏
ま
え

た
上
で
、
貞
観
一
五
（
六
四
一
）
年
、
吐
蕃
の
君
長
の
棄
宗
弄
讃
へ
降
嫁
し
た
文
成
公
主
（
表
②
）
に
同
行
し
た
宗
室
の
女
性
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
7）
O

も
し
、
そ
の
氏
の
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
寧
国
公
主
の
降
嫁
の
場
合
と
同
じ
く
、
文
成
公
主
が
降
嫁
し

た
際
に
も
宗
室
の
女
性
が
付
き
随
っ
て
吐
蕃
へ
と
赴
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
史
料
が
乏
し
い
た
め
、
小
寧
国
公
主
の
場
合
の
如
く
、
西
平

大
長
公
主
も
棄
宗
弄
讃
へ
嫁
い
で
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
太
宗
の
族
妹
（
遠
縁
の
同
世
代
の
親
戚
）
と
し
て

文
成
公
主
が
逝
去
し
て
以
降
も
引
き
続
き
吐
蕃
に
残
留
し
、
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
本
節
で
は
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
伴
っ
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
同
行
し
た
女
性
の
存
在
に
つ
い
て
、
こ
の
果
た
す
役
割
と
い

う
側
面
か
ら
追
究
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
古
来
か
ら
の
し
き
た
り
に
従
い
、
唐
代
に
お
い
て
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
伴
っ
て
宗
室
の
女
性
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が
付
き
随
っ
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
同
行
す
る
と
い
う
こ
と
の
施
行
さ
れ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
女
性
は
和
蕃
公

主
が
帰
国
或
い
は
逝
去
し
た
場
合
に
も
引
き
続
き
近
隣
諸
国
の
地
に
残
留
し
、
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の

際
、
特
に
言
及
す
べ
き
は
、
寧
国
公
主
の
降
嫁
の
場
合
、
彼
女
が
帰
国
し
て
以
降
に
は
同
行
し
た
栄
王
の
女
が
小
寧
国
公
主
と
な
り
、
ウ
イ

グ
ル
の
葛
勤
可
汗
へ
嫁
い
で
子
供
を
産
ん
で
い
た
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
唐
は
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
宗
室
の
女
性
を
付
き
随
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
思
寵
と
し
て
の
和
蕃
公
主
が
担
う
中
原
王
朝
の
使
命
を
こ
の
同
行
し
た
女
性
ま
で
担
う
よ
う
に
求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

に
は
、
婚
姻
に
基
づ
く
外
交
政
策
を
通
じ
、
近
隣
諸
国
に
対
し
て
自
ら
の
国
際
支
配
体
制
を
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
す
る
唐
の
強
い
意
図
を
読
み

取
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
の
実
態

前
節
で
は
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
伴
っ
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
同
行
し
た
女
性
の
存
在
が
果
た
し
た
役
割
を
巡
っ
て
追
究
し
て
き
た
。

唐
代
で
は
そ
の
よ
う
な
ヒ
ト
の
移
動
と
共
に
、
婚
儀
の
際
に
中
原
王
朝
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
移
動
し
た
モ
ノ
、
即
ち
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に

際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
の
存
在
も
窺
え
る
。
よ
っ
て
、
本
節
で
は
、
唐
代
を
中
心
と
し
た
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
巡

る
実
態
の
解
明
を
目
指
す
た
め
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
の
実
態
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
こ
の
上
で
、
前
節
で
追
究
し
て
き
た
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
同
行
し
た
女
性
の
存
在
と
相
互
に
関
連
さ
せ
、
そ

の
両
者
が
当
該
時
代
に
お
い
て
知
何
な
る
時
代
性
を
表
出
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
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和
蕃
公
主
の
降
下
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
の
有
す
る
意
義

か
つ
て
、
筆
者
は
和
蕃
公
主
の
降
嫁
儀
礼
を
再
現
す
る
に
あ
た
り
、
こ
う
し
た
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
の
問
題
に
つ
い
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考
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て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
5
0
そ
こ
で
は
、
公
主
降
嫁
に
お
け
る
婚
姻
六
礼
の
納
徴
の
儀
礼
に
際
し
、
唐
代
前
半
と
後
半
と
で
は
唐
か
ら
近

隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
金
銭
の
額
が
莫
大
な
数
量
に
増
加
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
前
掲
の
表
に
あ
る
如
く
、
唐
代
前
半
で
は
す
べ
て

仮
公
主
が
降
嫁
し
た
。
こ
の
こ
と
に
関
し
、
仮
公
主
の
場
合
に
賜
与
さ
れ
る
金
銭
の
額
を
推
測
す
る
史
料
と
し
て
、
元
和
一
四
（
八
一
九
）

年
、
ウ
イ
グ
ル
が
求
婚
し
て
き
た
際
に
礼
部
尚
書
の
李
絡
が
上
奏
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
新
唐
書
』
巻
一
二
七
上
回
備
伝
上
に
、

礼
部
尚
書
李
緯
奏
言
、
「
：
：
：
今
、
東
南
大
県
賦
歳
二
十
万
鱈
。
以
一
県
賦
為
婚
賞
、
非
損
寡
得
大
平
」
。
：
：
：
帝
不
聴
。

と
あ
る
。
彼
の
発
言
か
ら
金
銭
の
額
は
二
十
万
鱈
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
唐
代
で
は
和
蕃
公
主
の
大
半
が
仮
公
主
で
あ
っ
た
た
め
、

和
蕃
公
主
と
い
え
ば
一
般
的
に
仮
公
主
と
し
て
認
識
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
金
銭
の
額
は
二
十
万
鱈
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
結
論
付
け
た
。

一
方
、
唐
代
後
半
で
は
真
公
主
も
降
嫁
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
、
真
公
主
の
場
合
に
賜
与
さ
れ
る
金
銭
の
額
を
推
測
す
る
史

料
と
し
て
、
長
慶
元
（
八
二
一
）
年
、
ウ
イ
グ
ル
が
求
婚
し
て
き
た
際
に
金
銭
の
額
を
計
算
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
同
書
巻
二
一
七

下
回
鶴
伝
下
に
、

回
鶴
之
請
昏
。
有
司
度
費
当
五
百
万
。
：
：
：
詔
以
太
和
公
主
下
降
。
主
、
憲
宗
女
也
。

と
あ
る
。
最
終
的
に
憲
宗
の
女
で
あ
る
太
和
公
主
（
表
⑬
）
が
降
嫁
し
、
そ
の
金
銭
の
額
は
五
百
万
鱈
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
唐
代
前
半
と
後
半
と
で
は
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
金
銭
の
額
が
莫
大
な
数
量
に
増
加
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
当

時
、
金
銭
の
額
が
最
高
で
あ
る
真
公
主
を
降
嫁
せ
ざ
る
を
得
ず
、
ウ
イ
グ
ル
を
懐
柔
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏

ま
え
、
先
述
し
た
如
き
金
銭
の
額
に
見
ら
れ
る
現
象
は
、
安
史
の
乱
以
降
、
唐
に
よ
る
国
際
支
配
体
制
の
影
響
力
が
弱
体
化
し
て
い
っ
た
状

況
を
反
映
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
稿
で
は
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
金
銭
の
額
の
変
遷
に
つ
い
て
触
れ
た
の
み
に

止
ま
っ
て
い
る
。
当
然
、
礼
物
は
金
銭
だ
け
で
な
く
、
中
国
文
化
を
誇
示
す
る
品
々
も
賜
与
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
す
る
に
難

く
な
い
。
因
み
に
、
唐
代
に
お
い
て
わ
ず
か
一
例
で
は
あ
る
が
、
園
内
に
お
け
る
公
主
降
嫁
の
場
合
に
そ
の
礼
物
の
内
容
が
判
明
し
て
い
る

（

9

）
。
即
ち
、
戚
通
一

O
（
八
六
九
）
年
、
右
拾
遺
の
章
保
衡
へ
諮
宗
の
女
で
あ
る
同
昌
公
主
を
降
嫁
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
杜
陽
雑
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編
』
巻
下
同
昌
公
主
出
降
の
条
に
、

賜
銭
五
百
万
鱈
、
更
蕎
内
（
蔵
）
庫
珍
宝
、
以
実
其
宅
。
：
：
：
又
賜
金
麦
銀
粟
共
数
斜
。

と
あ
る
。
同
じ
く
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
五
一
蕗
宗
紀
の
条
に
も
、

同
昌
公
主
適
右
拾
遺
章
保
衡
。
以
保
衡
為
起
居
郎
、
鮒
馬
都
尉
。
公
主
、
郭
淑
妃
之
女
。
上
特
愛
之
。
傾
宮
中
珍
玩
以
為
資
送
、
賜

第
於
広
化
里
窓
戸
皆
飾
以
雑
宝
、
井
欄
、
薬
臼
、
槽
匿
亦
以
金
銀
為
之
、
編
金
緩
以
為
箕
匿
、
賜
銭
五
百
万
鱈
、
他
物
称
是
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
五
百
万
婚
の
他
に
も
移
し
い
宝
物
や
豪
華
な
邸
宅
等
の
賜
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
前
掲
し
た
『
資

治
通
鑑
』
巻
二
五
一
蕗
宗
紀
威
通
一

O
（
八
六
九
）
年
の
条
に
あ
る
如
く
、
同
昌
公
主
は
諮
宗
か
ら
寵
愛
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、

彼
女
の
例
が
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
凶
）
。
で
は
、
国
外
へ
向
け
て
行
わ
れ
た
和
蕃
公
主
の
降
嫁
の
場
合
に
礼
物
は
金
銭

の
他
に
如
何
な
る
品
々
が
賜
与
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
状
の
段
階
で
は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
項
で
は
、
主
と
し
て
そ
の
礼
物
は
如
何
な
る
意
義
を
有
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
礼
物
は
金
銭
の
他
に
如
何
な
る
品
々
が
賜
与
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
景
龍
四
（
七
一

O
）
年
、
吐
蕃

の
君
長
の
棄
隷
蹄
賛
へ
金
城
公
主
（
表
③
）
を
降
嫁
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
新
唐
書
』
巻
一
二
六
上
吐
蕃
伝
上
に
、

帝
念
主
幼
、
賜
錦
総
別
数
万
、
雑
伎
諸
工
悉
従
、
給
亀
葱
楽
。

と
あ
る
。
こ
の
と
き
、
錦
縛
数
万
疋
が
賜
与
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
雑
伎
諸
工
も
数
多
く
金
城
公
主
に
付
き
随
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

そ
し
て
、
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
唐
か
ら
吐
蕃
に
対
し
て
亀
葱
の
音
楽
が
賜
与
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
知
何
な
る
意
味
が
存

在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
、
当
時
の
唐
・
吐
蕃
の
関
係
を
巡
る
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
龍
朔
元
（
六
六
一
）
年
、
吐
蕃
が
吐
谷

揮
を
攻
撃
し
た
た
め
、
唐
と
吐
蕃
と
の
関
係
は
悪
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
威
亨
元
（
六
七

O
）
年
、
子
闘
を
陥
れ
た
吐
蕃
は
亀
葱
を

も
攻
め
落
と
し
、
唐
は
安
西
都
護
府
を
再
び
西
州
へ
戻
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
し
か
し
、
天
授
三
（
六
九
二
）
年
、
唐
は
疏
鞘
以
外
の
オ

ア
シ
ス
諸
都
市
を
再
び
回
復
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
金
城
公
主
が
棄
隷
蹄
賛
へ
降
嫁
し
た
当
時
、
唐
と
吐
蕃
と
は
亀
葱
を
巡
っ
て

こ
の
よ
う
に
相
争
う
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
金
城
公
主
の
降
嫁
に
伴
っ
て
吐
蕃
へ
亀
蕊
の
音
楽
を
賜
与
す
る
と
い
う
こ

唐
代
和
蕃
公
主
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と
に
は
、
亀
葱
を
実
行
支
配
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
唐
の
狙
い
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

続
い
て
、
開
元
五
（
七
一
七
）
年
、
盛
大
の
君
長
の
李
大
輔
へ
国
安
公
主
（
表
④
）
を
降
嫁
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
旧
唐
書
』
巻
一

九
九
下
薬
伝
に
、

大
輔
入
朝
。
詔
封
従
外
甥
女
辛
氏
為
固
安
公
主
以
妻
之
、
賜
物
一
千
五
百
疋
。

と
あ
る
。
ま
た
、
開
元
一

O
（
七
二
二
）
年
、
契
丹
の
君
長
の
李
欝
子
へ
燕
郡
公
主
（
表
⑦
）
を
降
嫁
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
同
書

巻
一
九
九
下
契
丹
伝
に
、

欝
子
入
朝
請
婚
。
上
又
封
従
妹
夫
率
更
令
慕
容
嘉
賓
女
為
燕
郡
公
主
以
妻
之
、
何
封
欝
干
為
松
漠
郡
玉
、
授
左
金
吾
衛
員
外
大
将
軍
兼

静
析
軍
経
略
大
使
、
賜
物
千
疋
。

と
あ
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
史
料
で
あ
る
が
、
大
暦
四
（
七
六
九
）
年
、
ウ
イ
グ
ル
の
牟
羽
可
汗
へ
崇
徽
公
主
（
表
⑭
）
を
降
嫁
し
た
と

き
の
こ
と
と
し
て
、
『
新
唐
書
』
巻
一
二
七
上
回
鵠
伝
上
に
、

以
懐
思
幼
女
為
崇
徽
公
主
継
室
。
兵
部
侍
郎
李
酒
持
節
冊
拝
可
敦
、
賜
縛
綜
二
万
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
に
つ
い
て
、
金
銭
の
他
に
は
主
に
絹
織
物

が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

な
お
、
乾
元
元
（
七
五
九
）
年
、
ウ
イ
グ
ル
の
葛
勤
可
汗
へ
寧
国
公
主
（
表
⑬
）
を
降
嫁
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
旧
唐
書
』
巻
一

九
五
廻
紘
伝
に
、

所
送
国
信
緯
綜
衣
服
金
銀
器
皿
、
可
汗
尽
分
与
街
官
、
酋
長
等
。

と
あ
る
。
そ
の
と
き
、
国
信
物
と
し
て
縛
総
・
衣
服
・
宝
物
の
類
が
賜
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
特
に
言
及
す
べ
き

は
、
葛
鞠
可
汗
が
唐
か
ら
賜
与
さ
れ
た
礼
物
を
す
べ
て
そ
の
配
下
の
家
臣
達
と
分
配
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
唐
か
ら
賜
与
さ
れ
た

礼
物
が
近
隣
諸
国
に
お
い
て
如
何
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
状
況
に
関
し
、
前
掲
し
た
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
五
廻
紘
伝
乾
元
元

（
七
五
九
）
年
の
条
の
他
に
史
料
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
そ
の
記
述
か
ら
は
、
礼
物
が
君
長
だ
け
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で
な
く
、
臣
下
に
至
る
ま
で
広
く
及
ん
で
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
日
野
開
三
郎
氏
は
、
ウ
イ
グ
ル
で
は
唐
と
の
絹
馬

交
易
や
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
通
じ
、
そ
の
文
化
が
独
り
可
汗
に
止
ま
ら
ず
、
可
汗
に
近
い
諸
部
族
長
か
ら
更
に
一
般
の
民
衆
に
ま
で
浸
透
し

て
い
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

5
0
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
、
中
国
文
化
を
誇
示
す
る
品
々
が
近
隣
諸
国
の
隅
々
に
ま
で
行
き

渡
る
こ
と
に
よ
り
、
唐
の
思
惑
に
沿
っ
て
深
く
中
原
王
朝
の
勢
威
が
知
ら
し
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
た
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
、
金
城

公
主
の
降
嫁
に
伴
っ
て
吐
蕃
へ
亀
蕊
の
音
楽
を
賜
与
し
た
こ
と
と
も
、
唐
に
よ
る
国
際
支
配
体
制
の
影
響
力
を
示
す
と
い
う
点
に
お
い
て
通

底
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
本
項
で
は
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
の
実
態
に
つ
い
て
、
品
々
が
有
す
る
意
義
と

い
う
側
面
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
は
金
銭
の
他
に
も
絹
織
物
を
は
じ
め
と
し

た
中
国
文
化
を
誇
示
す
る
品
々
が
数
多
く
賜
与
さ
れ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
礼
物
は
和
蕃
公
主
を
降
嫁
さ
れ
た
君
長
だ
け

で
な
く
、
そ
の
臣
下
に
至
る
ま
で
広
く
分
配
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ

れ
た
礼
物
が
有
す
る
意
義
を
巡
り
、
前
節
で
追
究
し
て
き
た
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
同
行
し
た
女
性
の
存
在
と
相
互
に
関
連
さ
せ
て
検
討
し
て

み
よ
う
。
つ
ま
り
、
彼
女
達
が
果
た
し
た
役
割
と
同
様
、
唐
は
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
礼
物
を
賜
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
隣
諸
国
の

隅
々
に
ま
で
中
原
王
朝
の
勢
威
が
知
ら
し
め
ら
れ
る
よ
う
に
求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
婚
姻
に
基
づ
く
外
交
政
策
を
通
じ
、

当
時
の
国
際
支
配
体
制
を
唐
の
主
導
の
下
に
維
持
・
強
化
せ
ん
と
す
る
二
重
三
重
に
も
亘
る
唐
の
狙
い
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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和
蕃
公
主
の
降
下
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
の
財
源

前
項
で
は
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
賜
与
さ
れ
た
礼
物
に
つ
い
て
、
品
々
の
具
体
的
な
内
容
、
及
び
、
そ
れ
の

有
す
る
意
義
を
巡
っ
て
考
察
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
の
実
態
に
つ

い
て
考
察
す
る
際
、
こ
の
礼
物
が
何
処
か
ら
捻
出
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
解
明
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
日
野
氏

唐
代
和
蕃
公
主
考
｜
降
嫁
に
付
随
し
て
移
動
し
た
ヒ
ト
と
モ
ノ
｜
（
藤
野
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は
、
帝
室
財
政
の
収
支
・
蓄
蔵
を
掌
っ
て
い
た
内
蔵
庫
の
支
出
を
第
一
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
ロ
）
O

筆
者
も
こ
の
よ
う
な

氏
の
見
解
に
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
先
述
し
た
如
く
、
唐
代
後
半
で
は
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与

さ
れ
た
金
銭
の
額
が
莫
大
な
数
量
に
増
加
し
て
い
た
。
因
み
に
、
当
時
の
両
税
法
に
よ
る
歳
入
総
額
は
三
千
五
百
万
絹
前
後
で
あ
り
、
中
央

と
地
方
と
で
一
対
二
の
割
合
に
基
づ
い
て
配
分
さ
れ
て
い
た
た
め
、
中
央
の
歳
入
総
額
は
一
千
二
百
万
鱈
前
後
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
唐
に

反
抗
的
な
藩
鎮
及
び
近
隣
諸
国
と
の
戦
闘
に
掛
か
る
軍
事
費
、
及
び
、
ウ
イ
グ
ル
と
の
絹
馬
交
易
に
お
け
る
馬
価
絹
等
の
巨
額
な
費
用
も
内

蔵
庫
か
ら
捻
出
さ
れ
て
い
た

5
0
つ
ま
り
、
当
時
の
国
庫
は
慢
性
的
な
財
政
難
に
瀕
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
れ

ば
、
真
公
主
の
降
嫁
に
伴
う
五
百
万
絹
を
は
じ
め
と
し
た
高
額
な
礼
物
は
唐
に
と
っ
て
相
当
な
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な

い
。
な
お
、
先
に
挙
げ
た
史
料
で
あ
る
が
、
威
通
一

O
（
八
六
九
）
年
、
章
保
衡
へ
同
昌
公
主
を
降
嫁
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
杜
陽

雑
編
』
巻
下
同
昌
公
主
出
降
の
条
に
、

賜
銭
五
百
万
鱈
、
更
馨
内
（
蔵
）
庫
珍
宝
、
以
実
其
宅
。
：
：
：
又
賜
金
麦
銀
粟
共
数
斜
。

と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
真
公
主
が
和
蕃
公
主
と
な
る
場
合
と
礼
物
に
お
け
る
金
銭
の
額
が
同
じ
で
あ
っ
た
同
昌
公
主
の
場
合
で
も
、

そ
の
捻
出
に
関
し
て
は
「
内
（
蔵
）
庫
の
珍
宝
を
馨
し
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
同
様
に
、
先
に
挙
げ
た
史
料
で
あ
る
が
、
長
慶
元
（
八

二
一
）
年
、
ウ
イ
グ
ル
が
求
婚
し
て
き
た
際
に
金
銭
の
額
を
計
算
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
新
唐
書
』
巻
一
二
七
下
回
構
伝
下
に
、

回
国
間
之
請
昏
。
有
司
度
費
当
五
百
万
。
帝
（
憲
宗
）
方
内
討
強
節
度
、
故
遣
宗
正
少
卿
李
誠
、
太
常
博
士
殿
佑
往
諭
不
可
。

と
あ
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
そ
の
と
き
、
憲
宗
は
唐
に
反
抗
的
な
藩
鎮
と
の
戦
闘
を
控
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
真
公
主
の
降
嫁
に
伴
う

五
百
万
鱈
を
捻
出
す
る
こ
と
が
出
来
、
ず
、
一
旦
は
ウ
イ
グ
ル
の
求
婚
を
断
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
以
上
の
点
を
鑑
み
れ
ば
、
和
蕃
公
主

の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
は
、
内
蔵
庫
の
支
出
の
み
で
賄
い
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
念
が
生
じ
よ

う
。
従
っ
て
、
本
項
で
は
、
主
と
し
て
そ
の
財
源
は
如
何
に
確
保
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
、
礼
物
の
財
源
に
お
け
る
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
注
目
す
べ
き
点
に
公
主
府
と
い
う
存
在
が
あ
る
。

こ
の
公
主
府
に
つ
い
て
は
、
神
龍
二
（
七

O
六
）
年
、
公
主
府
を
設
置
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
唐
六
典
』
巻
二
九
公
主
邑
司
の
条
に
、
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神
龍
初
、
公
主
府
並
同
王
府
置
官
属
。

と
あ
る
。
同
じ
く
、
『
唐
会
要
』
巻
六
公
主
雑
録
の
条
に
も
、

勅
置
公
主
府
設
官
属
。
鎮
国
太
平
公
主
儀
比
親
王
。
長
寧
、
安
楽
唯
不
置
長
史
、
余
並
同
親
王
。
宜
城
、
新
都
、
安
定
、
金
城
等
公
主

非
皇
后
生
官
員
半
減
。
其
金
城
公
主
以
出
降
吐
蕃
、
特
宜
置
司
馬
。

と
あ
る
。
そ
の
規
模
は
親
王
府
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
吐
蕃
へ
降
嫁
し
た
金
城
公
主
（
表

⑬
）
の
場
合
に
も
公
主
府
の
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
彼
女
は
仮
公
主
で
あ
っ
た
た
め
に
そ
の
官
員
が
半
減
さ
れ
た
も
の
の
、
降

嫁
す
る
に
あ
た
っ
て
は
司
馬
が
置
か
れ
て
い
た
。
で
は
、
実
際
に
こ
の
公
主
府
と
は
知
何
な
る
機
関
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が

ら
、
そ
れ
に
つ
い
て
示
し
た
史
料
が
管
見
の
及
ぶ
限
り
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
推
測
す
る
記
述
と
し
て
、
そ

れ
と
同
等
で
あ
る
と
さ
れ
る
親
王
府
の
構
成
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
即
ち
、
『
旧
唐
書
』
巻
四
四
職
官
志
三
親
王
府
の
条
に
、

親
王
府
。
侍
一
人
、
従
三
品
。
諮
議
参
軍
一
人
、
正
五
品
上
。
友
一
人
、
従
五
品
下
。
文
学
二
人
、
従
六
品
上
。
東
閣
、
西
閣
祭
酒

各
一
人
、
従
七
品
上
。
停
掌
侍
相
賛
導
、
市
匡
其
過
失
。
諮
議
苛
謀
左
右
。
友
陪
侍
規
調
。
文
学
儲
校
典
籍
、
侍
従
文
章
。
祭
酒
接

対
賓
客
。
長
史
一
人
、
従
四
品
上
。
司
馬
一
人
、
従
四
品
下
。
援
一
人
、
正
六
品
上
。
属
一
人
、
正
六
品
上
。
主
簿
一
人
、
従
六
品

上
。
史
二
人
、
記
室
参
軍
事
二
人
、
従
六
品
上
。
録
事
参
軍
事
一
人
、
従
六
品
上
。
録
事
一
人
、
従
九
品
上
。
功
倉
戸
兵
騎
法
士
等

七
曹
参
軍
事
各
一
人
、
正
七
品
上
。
参
軍
事
二
人
、
正
八
品
下
。
行
参
軍
四
人
、
従
八
品
。
典
畿
二
人
、
従
八
品
下
。
長
史
、
司
馬

統
領
府
僚
、
紀
綱
職
務
。
接
統
判
七
曹
参
軍
事
。
主
簿
掌
覆
省
王
教
。
記
室
掌
表
啓
書
疏
。
録
事
参
軍
事
勾
稽
省
署
紗
目
。
録
事
掌

受
事
発
辰
。
七
曹
参
軍
各
督
本
曹
事
、
出
使
検
校
。
典
畿
宣
伝
教
命
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
そ
の
親
王
府
に
匹
敵
す
る
と
さ
れ
る
公
主
府
も
か
な
り
な
規
模
に
及
ぶ
組
織
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

公
主
府
に
関
し
て
は
、
大
き
さ
を
巡
っ
て
反
対
意
見
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
酸
棄
県
尉
の
哀
楚
客
の
言
と
し
て
、
『
唐
会
要
』
巻

六
公
主
雑
録
の
条
に
、

女
有
内
、
男
有
外
、
男
女
有
別
、
剛
柔
分
実
。
中
外
斯
隔
、
陰
陽
著
失
、
量
可
相
濫
哉
。
然
市
幕
府
者
、
丈
夫
之
職
、
非
婦
人
之
事
。

唐
代
和
蕃
公
主
考
｜
降
嫁
に
付
随
し
て
移
動
し
た
ヒ
ト
と
モ
ノ

l
（
藤
野
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今
公
主
開
府
建
寮
、
崇
置
法
官
、
秩
若
親
王
、
以
女
処
男
職
、
所
謂
長
陰
市
抑
揚
也
。
而
望
陰
陽
不
慾
、
風
雨
不
爽
、
其
可
得
平
。
縞

謂
非
致
遠
之
計
、
事
久
安
之
策
。
書
目
、
「
事
不
師
古
、
以
克
永
世
、
匪
説
依
聞
」
。
此
之
謂
也
。
君
侯
不
正
、
誰
正
之
哉
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
親
王
府
と
同
等
で
あ
る
公
主
府
の
構
成
が
非
難
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
見
を
受
け
、
ま
も
な

く
公
主
府
は
停
止
さ
れ
た
。
即
ち
、
景
龍
四
（
七
一

O
）
年
、
公
主
府
を
停
止
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
同
条
に
、

停
公
主
府
、
依
旧
置
邑
司
。

と
あ
る
。
設
置
か
ら
わ
ず
か
に
し
て
公
主
府
は
停
止
さ
れ
、
旧
来
の
制
度
で
あ
る
公
主
邑
司
へ
と
戻
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
巴
。
こ
の
公
主
邑
司

に
つ
い
て
は
、
『
旧
唐
書
』
巻
四
四
職
官
志
三
公
主
邑
司
の
条
に
、

公
主
邑
司
。
令
一
人
、
従
七
品
下
。
丞
一
人
、
従
八
品
下
。
録
事
一
人
、
従
九
品
下
。
主
簿
二
人
、
謁
者
二
人
、
合
人
二
人
、
家
吏

二
人
。
公
主
邑
司
官
各
掌
主
家
財
貨
出
入
、
田
園
徴
封
之
事
。
其
制
度
、
皆
隷
宗
王
寺
。

と
あ
る
。
ま
た
、
公
主
邑
司
の
果
た
す
役
割
に
関
し
て
高
世
瑞
氏
が
、
「
公
主
達
は
降
嫁
し
て
の
ち
も
、
公
主
の
食
実
封
を
管
理
す
る
役
所

で
あ
る
公
主
邑
司
を
設
け
、
令
・
丞
・
録
事
・
主
簿
等
の
大
小
の
役
人
を
置
い
た
。
こ
れ
ら
の
役
人
は
公
主
の
封
戸
か
ら
税
を
取
り
、
田
園

・
倉
庫
・
財
物
収
入
等
を
専
門
に
管
理
し
た
。
玄
宗
の
開
元
以
前
は
、
公
主
邑
司
と
国
家
の
官
吏
と
は
一
緒
に
公
主
の
封
戸
か
ら
税
を
徴
収

し
た
が
、
開
元
年
間
に
な
る
と
、
国
家
が
統
一
し
て
封
戸
か
ら
徴
収
し
、
そ
れ
を
公
主
に
支
給
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
。
唐
の
後
期
に
な
る

と
、
食
実
封
は
次
第
に
名
目
だ
け
に
な
り
、
国
家
が
直
接
彼
女
達
に
税
収
に
相
当
す
る
物
資
を
支
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
中
略
）
こ
れ

は
俸
禄
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
国
家
の
供
給
制
と
な
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
さ
。
と
す
れ
ば
、
公
主
府
を
巡
っ
て
は
そ
れ
に
つ
い
て
示
し
た

史
料
が
多
く
な
い
た
め
に
推
測
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
親
王
府
及
び
公
主
邑
司
の
機
関
を
踏
ま
え
れ
ば
、
両
者
と
同

様
、
公
主
の
食
実
封
を
管
理
す
る
組
織
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
先
述
し
た
如
く
、
こ
れ
は
一
時
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ

な
い
。
つ
ま
り
、
実
際
の
と
こ
ろ
公
主
の
生
活
は
、
唐
代
前
半
で
は
公
主
邑
司
に
よ
る
封
戸
の
管
理
、
及
び
、
唐
代
後
半
で
は
国
家
に
よ
る

物
資
の
供
給
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

に
も
関
わ
ら
ず
、
安
史
の
乱
以
降
、
ウ
イ
グ
ル
へ
降
嫁
し
た
三
人
の
真
公
主
の
場
合
の
み
、
再
び
公
主
府
の
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
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る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
乾
元
元
（
七
五
八
）
年
、
葛
鞠
可
汗
へ
寧
国
公
主
（
表
⑬
）
を
降
嫁
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
新
唐
書
』
巻
八

三
諸
帝
公
主
寧
国
公
主
伝
に
、

（
寧
国
公
主
）
降
回
紘
英
武
威
遠
（
葛
鞍
）
可
汗
、
乃
置
府
。

と
あ
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ
た
史
料
で
あ
る
が
、
貞
元
四
（
七
八
八
）
年
、
合
骨
附
禄
枇
伽
可
汗
へ
威
安
公
主
（
表
⑬
）
を
降
嫁
し
た
と
き

の
こ
と
と
し
て
、
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
五
廻
紘
伝
に
、

詔
威
安
公
主
降
週
紘
可
汗
、
何
置
府
官
属
視
親
王
例
。

と
あ
る
。
ま
た
、
長
慶
元
（
八
二
一
）
年
、
登
羅
羽
録
、
役
密
施
句
主
録
枇
伽
可
汗
へ
太
和
公
主
（
表
⑮
）
を
降
嫁
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

同
伝
に
、其
月
敷
、
「
太
和
公
主
出
降
週
紘
、
宜
特
置
府
、
其
官
属
宜
視
親
王
例
」
。

と
あ
る
。
当
時
、
彼
女
達
の
他
に
公
主
府
が
設
置
さ
れ
た
公
主
の
存
在
に
つ
い
て
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
ウ
イ

グ
ル
の
牟
羽
可
汗
へ
降
嫁
さ
れ
た
仮
公
主
で
あ
る
崇
徽
公
主
（
表
⑭
）
の
事
例
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
王
寿
南
氏
は
、

公
主
府
の
停
止
以
降
も
和
蕃
公
主
と
し
て
寧
国
公
主
・
威
安
公
主
・
太
和
公
主
等
が
降
嫁
し
た
際
に
は
再
び
そ
れ
を
設
置
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
唐
が
和
蕃
公
主
の
降
嫁
政
策
を
重
要
視
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
8
0
筆
者
も
こ
の
よ
う
な
氏
の
見
解
に

賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
再
設
置
の
理
由
を
探
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
の
唐
が
直
面
し
て
い
た
状
況
を
も
踏
ま
え
た
更
な

る
考
察
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
は
そ
こ
に
如
何
な
る
背
景
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

既
に
確
認
し
た
如
く
、
唐
代
後
半
に
は
ウ
イ
グ
ル
を
懐
柔
す
る
た
め
、
金
銭
の
額
が
最
高
の
五
百
万
績
に
も
上
る
真
公
主
を
降
嫁
す
る
必

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
慢
性
的
な
財
政
難
に
陥
っ
て
い
た
唐
に
と
っ
て
知
何
と
も
し
難
い
状
況
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
は
内
蔵
庫
の
支
出
を
第
一
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
早
そ

れ
の
み
で
賄
い
得
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
如
く
、
こ
の
当
時
、
憲
宗
は
唐
に
反
抗
的
な
藩
鎮
と
の
戦
闘
を
控
え
て

い
た
こ
と
か
ら
、
真
公
主
の
降
嫁
に
伴
う
五
百
万
鱈
を
捻
出
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
一
旦
は
ウ
イ
グ
ル
の
求
婚
を
断
っ
て
い
た
。
そ
の
点
も
、

唐
代
和
蕃
公
主
考
｜
降
嫁
に
付
随
し
て
移
動
し
た
ヒ
ト
と
モ
ノ
（
藤
野
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こ
う
し
た
推
測
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
絶
対
的
な
不
足
分
を
補
う
た
め
、
唐
代
前
半
に
一
時
的
に
設
置
さ

れ
た
公
主
府
を
唐
代
後
半
に
真
公
主
が
和
蕃
公
主
と
な
る
場
合
に
限
っ
て
再
び
設
置
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
封
戸
か
ら
も
税
を
徴
収
し
て

降
嫁
の
際
に
賜
与
す
る
礼
物
を
補
填
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
真
公
主
が
和
蕃
公
主
と
な
る
と
い
う
点
を
鑑
み

れ
ば
、
降
嫁
先
で
あ
る
近
隣
諸
国
の
地
に
お
い
て
生
活
に
一
切
の
不
自
由
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
再
び
公
主
府
を
設
置
し
て
こ
こ
よ

り
徴
収
し
た
税
を
そ
の
財
源
に
補
充
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
真
公
主
の
降
嫁
に
伴
っ
て
ウ
イ
グ
ル
か
ら
唐
に
対
し
て
多
大

な
費
用
が
要
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
項
で
は
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
の
実
態
に
つ
い
て
、
こ
の
財
源
の
確
保
と
い

う
側
面
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
統
一
王
朝
と
し
て
の
唐
の
勢
威
が
衰
退
し
た
安
史
の
乱
以
降
、
ウ
イ
グ
ル
を
懐
柔
す
る
目
的
で

行
わ
れ
た
真
公
主
の
降
嫁
に
伴
っ
て
ウ
イ
グ
ル
か
ら
唐
に
対
し
て
多
大
な
費
用
が
要
求
さ
れ
て
い
た
事
実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
巨
額

な
負
担
を
補
う
た
め
の
緊
急
措
置
と
し
て
、
唐
代
前
半
に
一
時
的
に
設
置
さ
れ
た
公
主
府
を
唐
代
後
半
に
再
び
設
置
す
る
よ
う
に
迫
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

で
は
、
最
後
に
、
以
上
の
検
討
し
て
き
た
諸
事
実
を
併
せ
考
え
て
み
よ
う
。
婚
儀
に
お
け
る
ヒ
ト
の
移
動
と
い
う
面
で
は
、
唐
は
和
蕃
公

主
の
降
嫁
に
宗
室
の
女
性
を
付
き
随
わ
せ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
思
寵
と
し
て
の
和
蕃
公
主
が
担
う
中
原
王
朝
の
使
命
を
同
行
し
た
女
性

に
ま
で
担
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、
婚
儀
に
お
け
る
モ
ノ
の
移
動
と
い
う
面
か
ら
も
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
唐

は
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
中
国
文
化
を
誇
示
す
る
品
々
を
数
多
く
賜
与
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
近
隣
諸
国
の
隅
々
に
ま
で
中
原
王

朝
の
勢
威
が
知
ら
し
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
唐
の
国
際
戦
略
が
終
始
一
貫
し
て
実
現
し
得
た
と
は
言
い
難
い
。

何
故
な
ら
、
安
史
の
乱
以
降
、
ウ
イ
グ
ル
か
ら
多
大
な
費
用
が
要
求
さ
れ
て
い
た
真
公
主
の
降
嫁
に
よ
る
以
外
、
唐
は
自
ら
の
勢
威
を
保
つ

こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
唐
に
よ
る
国
際
支
配
体
制
の
影
響
力
が
弱
体
化
す
る
と
共
に
、
初
め
は
ヒ
ト
を
通

じ
て
示
さ
れ
て
い
た
恩
寵
が
最
早
そ
れ
の
み
で
は
持
ち
堪
え
ら
れ
な
く
な
り
、
徐
々
に
よ
り
現
実
的
な
モ
ノ
へ
と
重
心
が
移
り
変
わ
っ
て
い

っ
た
と
い
え
よ
う
。
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お

わ

り

に

本
稿
で
の
考
察
を
要
約
す
れ
ば
次
の
知
く
で
あ
る
。

①
古
来
か
ら
の
し
き
た
り
に
従
い
、
唐
代
に
お
い
て
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
伴
っ
て
宗
室
の
女
性
が
付
き
随
っ
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と

同
行
す
る
と
い
う
こ
と
が
施
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
女
性
は
和
蕃
公
主
が
帰
国
或
い
は
逝
去
し
た
場
合
に
も
引
き
続
き
近
隣
諸
国

の
地
に
残
留
し
、
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
唐
は
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
宗
室
の
女
性
を
付
き
随
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
思
寵
と
し
て

の
和
蕃
公
主
が
担
う
中
原
王
朝
の
使
命
を
こ
の
同
行
し
た
女
性
ま
で
担
う
よ
う
に
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
婚
姻
に
基
づ

く
外
交
政
策
を
通
じ
、
近
隣
諸
国
に
対
し
て
自
ら
の
国
際
支
配
体
制
を
貫
徹
さ
せ
よ
う
と
す
る
唐
の
強
い
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
出

来
る
。

②
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
は
金
銭
の
他
に
も
絹
織
物
を
は
じ
め
と
し
た
中
国
文
化
を
誇
示
す
る
品
々
が
数
多

く
賜
与
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
礼
物
は
和
蕃
公
主
を
降
嫁
さ
れ
た
君
長
だ
け
で
な
く
、
そ
の
臣
下
に
至
る
ま
で
広
く
分
配
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
①
で
述
べ
た
如
く
、
同
行
し
た
女
性
が
果
た
し
た
役
割
と
同
様
、
唐
は
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
際
し
て
礼
物
を
賜
与
す
る

こ
と
に
よ
り
、
近
隣
諸
国
の
隅
々
に
ま
で
中
原
王
朝
の
勢
威
が
知
ら
し
め
ら
れ
る
よ
う
に
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
婚
姻

に
基
づ
く
外
交
政
策
を
通
じ
、
当
時
の
国
際
支
配
体
制
を
唐
の
主
導
の
下
に
維
持
・
強
化
せ
ん
と
す
る
二
重
三
重
に
も
亘
る
唐
の
狙
い

を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

③
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
唐
の
国
際
戦
略
が
終
始
一
貫
し
て
実
現
し
得
た
と
は
言
い
難
い
。
統
一
王
朝
と
し
て
の
唐
の
勢
威
が
衰
退
し

た
安
史
の
乱
以
降
、
ウ
イ
グ
ル
を
懐
柔
す
る
た
め
、
金
銭
の
額
が
最
高
の
五
百
万
鱈
に
も
上
る
真
公
主
を
降
嫁
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ

て
い
た
。
そ
れ
は
慢
性
的
な
財
政
難
に
陥
っ
て
い
た
こ
の
当
時
の
唐
に
と
っ
て
如
何
と
も
し
難
い
状
況
で
あ
っ
た
。
和
蕃
公
主
の
降
嫁

唐
代
和
蕃
公
主
考
｜
降
嫁
に
付
随
し
て
移
動
し
た
ヒ
ト
と
モ
ノ
（
藤
野
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一

に
際
し
て
唐
か
ら
近
隣
諸
国
へ
と
賜
与
さ
れ
た
礼
物
は
内
蔵
庫
の
支
出
を
第
一
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
早
そ
れ
の
み
で
賄
い
得

な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
絶
対
的
な
不
足
分
を
補
う
た
め
、
唐
代
前
半
に
一
時
的
に
設
置
さ
れ
た
公
主
府
を
唐
代
後
半
に
真

公
主
が
和
蕃
公
主
と
な
る
場
合
に
限
っ
て
再
び
設
置
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
ウ
イ
グ
ル
か
ら
多
大
な
費
用
が
要
求
さ
れ
て
い
た
真
公
主

の
降
嫁
に
よ
る
以
外
、
唐
は
自
ら
の
勢
威
を
保
つ
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
て
、
唐
に
よ
る
国
際
支

配
体
制
の
影
響
力
が
弱
体
化
す
る
と
共
に
、
初
め
は
ヒ
ト
を
通
じ
て
示
さ
れ
て
い
た
恩
寵
が
最
早
そ
れ
の
み
で
は
持
ち
堪
え
ら
れ
な
く

な
り
、
徐
々
に
よ
り
現
実
的
な
モ
ノ
へ
と
重
心
が
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
婚
儀
に
際
す
る
中
原
王
朝
か
ら
近
隣
諸
国
へ
の
ヒ
ト
と
モ
ノ
と
の
移
動
に
お
い
て
如
何
な
る
変
遷
が
生
じ
た
の
か

と
い
う
観
点
か
ら
、
唐
代
を
中
心
と
し
た
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
巡
る
実
態
の
解
明
を
行
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
唐
の
国
際
戦
略
が
後
退
す

る
に
つ
れ
、
和
蕃
公
主
の
降
嫁
が
有
す
る
思
寵
的
な
側
面
が
次
第
に
失
わ
れ
て
い
た
現
実
が
如
実
に
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
当
時
の
状
況
を

端
的
に
示
し
た
史
料
と
し
て
、
建
中
元
年
（
七
八

O
）
年
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
二
六
徳
宗
紀
の
条
に
、

初
、
回
紘
風
俗
朴
厚
、
君
臣
之
等
不
甚
異
、
故
衆
志
専
て
勤
健
無
敵
。
及
有
功
於
唐
、
唐
賜
遺
甚
厚
。
登
里
（
牟
羽
）
可
汗
始
自

尊
大
、
築
宮
殿
以
居
婦
人
、
有
粉
黛
文
繍
之
飾
。
中
国
為
之
虚
耗
。

と
い
う
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
安
史
の
乱
以
降
、
ウ
イ
グ
ル
が
莫
大
な
財
貨
を
要
求
し
て
い
た
た
め
に
、
唐
が
疲
弊
し
て
い
っ

た
現
実
を
知
実
に
認
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
し
て
、
宋
代
に
な
れ
ば
、
中
原
王
朝
と
近
隣
諸
国
と
は
財
物
贈
与
に
よ
っ
て
条
約
締
結
を

行
う
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

註

（

1
）
 

拙
論
「
唐
代
の
和
蕃
公
主
を
巡
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
三
四
号
、
二

O
O六
年
に
初
出
）
、
「
漢
唐
聞
に
お
け
る
和
蕃
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2 

公
主
の
降
嫁
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
一
一
七
編
第
七
号
、
二

O
O八
年
に
初
出
）
、
「
五
胡
十
六
国
北
朝
に
お
け
る
和
蕃
公
主
の
降
嫁
ー
そ
の

時
代
的
特
質
と
の
関
連
に
つ
い
て
｜
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
第
八
五
五
号
、
二

O
O九
年
に
初
出
）
、
「
唐
代
に
お
け
る
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
巡
っ
て
l
対

吐
蕃
関
係
を
中
心
と
し
た
l
」
（
『
唐
代
史
研
究
』
第
一
二
号
、
二

O
O九
年
に
初
出
）
、
「
玉
代
十
国
北
宋
に
お
け
る
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
つ
い
て
」
（
『
九

州
大
学
東
洋
史
論
集
』
第
三
八
号
、
二

O
一
O
年
に
初
出
）
、
拙
著
『
王
昭
君
か
ら
文
成
公
主
へ
｜
中
国
古
代
の
国
際
結
婚
i
』
（
九
州
大
学
出
版
会
、

二
O
一
二
年
に
採
録
）
参
照
。

拙
論
「
和
蕃
公
主
の
降
嫁
に
お
け
る
婚
儀
の
実
態
」
（
『
東
方
学
』
第
一
二
四
輯
、
二

O
二
一
年
）
参
照
。

拙
論
前
掲
論
文
（
前
掲
註
（
2
）
）
四
四
・
四
五
頁
参
照
。

『
新
唐
書
』
巻
一
二
七
上
回
鶴
伝
上
貞
元
七
（
七
九
二
年
の
条
に
は
、
「
其
配
英
義
生
二
子
」
と
あ
り
、
牟
羽
可
汗
と
の
間
に
二
人
の
子
供
を
産

ん
で
い
た
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

諸
橋
徹
次
『
支
那
の
家
族
制
』
「
婚
姻
篇
」
（
大
修
館
書
店
、
一
九
四

O
年
）
一
六
頁
参
照
。

頓
莫
賀
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
牟
羽
可
汗
を
倒
し
、
合
骨
附
禄
耽
伽
可
汗
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
林
俊
雄
「
ウ
イ
グ
ル
の
対
唐
政
策
」
（
『
創

価
大
学
人
文
論
集
』
第
四
号
、
一
九
九
二
年
）
等
に
詳
し
い
。
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廊
平
樟
「
唐
代
公
主
和
親
考
」
（
『
史
学
年
報
』
第
二
巻
、

二
五
頁
参
照
。

一
九
三
五
年
）

8 

拙
論
前
掲
論
文
（
前
掲
註
（
2
）
）
四
四
・
四
五
頁
参
照
。

~ 

」
れ
も
匪
筏
に
お
い
て
わ
ず
か
一
例
で
は
あ
る
が
、
国
内
に
お
け
る
県
王
窺
王
の
き
降
嫁
の
揖
窓
口
に
も
そ
の
礼
物
の
内
容
が
判
明
し
て
い
る
。
即
ち
、
貞
元
年
間
（
七
八

五
1
八
O
五
年
）
、
慾
一
ホ
の
子
で
あ
る
珍
王
誠
の
県
王

一
人
が
同
時
に
降
嫁
し
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
旧
墨
田
』
巻
一
五
O
徳
宗
諸
子
珍
王
誼
片
山
に
、
「
盈
陽
、
信
寧
、

｛
長
刀
、
永
順
、
開
院
楊
宍
裏
城
、
優
浩
司
南
雫
一
元
城
、
新
饗
守
二
県
工
芸

同
月
出
時
書
司
大
小
之
物
、
必
周
基
間
二
禁
制
礎
笑
終
比
泉
意
向
各
給

銭
三
百
万
、
使
史
自
主
之
、
区
買
回
業
、
不
得
修
用
其
衣
服
之
飾
、
使
内
司
計
漬
不
在
此
数
日
疋
時
所
司
度
－
人
用
一
龍
花
、
弘
議
七
十
万
。
帝
目
、
「
寵
花
首
飾
、
婦
礼
不

可
開
策
費
室
、
即
鉦
舗
南
高
之
芸
慣
之
」
。
及
三
万
而
止
。
帝
謂
工
奪
日
、
呈
［
葬
査
要
但
不
欲
霊
毒
茸
」
。
争
挙
銭
十
万
賜
之
、
以
種
用
」
と
あ
る
。

唐
代
和
蕃
公
主
考
｜
降
嫁
に
付
随
し
て
移
動
し
た
ヒ
ト
と
モ
ノ
｜
（
藤
野
）



東
洋
史
論
集
四
一

10 

こ
こ
で
は
、
県
王
一
人
当
た
り
三
亘
議
の
他
に
私
数
多
く
の
～
居
住
替
思
守
の
賜
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

因
み
に
、
宋
代
に
お
け
る
公
主
降
嫁
の
受
口
に
は
そ
の
金
銭
の
額
が
判
明
し
て
い
る
。
則
ち
、
照
寧
四
（
一

O
六
九
）
年
、
王
安
石
が
型
邑
一
一
司
条
倒
司
の
日
藍
且
券
議
論
し
た

と
き
の
こ
と
と
し
て
、
粟
墨
巻
一
七
九
急
事
一
に
、
「
玉
安
石
執
政
、
重
旦
ニ
司
保
倒
司
講
修
正
襲
之
法
。
帝
因
詮
彊
之
冥
一
言
円
「
・
：
・
：
嫁
一
公
主
吾
妻
七
一
十
一
万
一
穂

：
：
：
」
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
金
銭
の
額
は
七
十
万
縄
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

同
昌
公
主
が
諒
宗
か
ら
如
何
に
寵
愛
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
史
料
と
し
て
、
威
通
一
一
（
八
七

O
）
年
、
同
昌
公
主
の
死
を
伝
え
て
、
『
旧
唐
書
』
巻

一
九
上
麓
宗
本
紀
に
、
「
同
昌
公
主
亮
、
追
贈
衛
国
公
主
、
誼
日
文
態
。
：
：
：
上
尤
鍾
念
、
悲
惜
異
常
。
以
待
詔
韓
宗
紹
等
医
薬
不
効
、
殺
之
、
牧
捕

其
親
族
三
百
余
人
、
繋
京
兆
府
。
宰
相
劉
瞬
、
京
兆
ヰ
ア
温
嘩
上
疏
論
諌
行
法
太
過
。
上
怒
、
叱
出
之
」
と
あ
る
。

日
野
開
三
郎
「
唐
代
の
和
蕃
公
主
」
（
『
久
留
米
大
論
叢
』
第
二
七
巻
第
二
号
、
一
九
七
八
年
に
初
出
、
『
日
野
開
三
郎
東
洋
史
学
論
集
』
第
九
巻
、

一
一
一
一
書
房
、
一
九
八
四
年
に
採
録
）
二
八
一
頁
参
照
。
ま
た
、
林
氏
（
同
前
掲
論
文
（
前
掲
註
（
6
）
）
一
二
二
・
一
二
三
頁
参
照
）
は
、
ウ
イ
グ
ル

が
和
蕃
公
主
の
降
嫁
を
通
じ
て
得
た
絹
織
物
を
巡
り
、
当
然
ウ
イ
グ
ル
で
も
消
費
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
大
半
は
ソ
グ
ド
人
を
介
し
て
西
方
へ
と

輸
出
さ
れ
、
ウ
イ
グ
ル
へ
富
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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（日）

日
野
氏
前
掲
論
文
（
前
掲
註
（
日
）
）
二
六
五
頁
参
照
。

内
蔵
庫
に
つ
い
て
は
、
前
掲
し
た
日
野
氏
の
他
に
も
既
に
数
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
論
究
さ
れ
て
き
て
い
る
。
室
永
芳
三
氏
（
「
唐
末
内
庫
の
存
在

形
態
に
つ
い
て
」
『
史
淵
』
第
一

O
一
号
、
一
九
六
九
年
）
、
中
村
裕
一
氏
（
「
唐
代
内
蔵
庫
の
変
容
進
奉
を
中
心
に
｜
」
『
待
兼
山
論
叢
』
第
四
号
、

一
九
七
一
年
）
、
高
瀬
奈
津
子
氏
（
「
唐
後
半
期
の
財
庫
に
つ
い
て
｜
延
資
庫
を
中
心
に
！
」
『
唐
代
史
研
究
』
第
二
二
号
、
二

O
一
O
年
）
、
石
見
清
裕

氏
（
「
唐
の
貢
献
制
と
国
信
物
」
『
学
習
院
史
学
』
第
四
九
号
、
二

O
一
一
年
）
等
は
内
蔵
庫
の
職
能
及
び
変
遷
に
焦
点
を
当
て
、
唐
代
後
半
に
お
け
る

内
蔵
庫
の
主
要
財
源
を
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
呉
志
宏
氏
（
「
唐
代
左
・
右
蔵
庫
の
変
容
と
内
庫
と
の
関
係
」
二

O
一
二
年
度
史
学
会
大
会
東
洋

史
部
会
研
究
発
表
）
は
蔵
庫
制
度
を
巡
る
変
遷
過
程
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
、
長
安
に
お
け
る
左
・
右
蔵
庫
の
位
置
を
考
察
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
巨
額
な
費
用
で
あ
る
馬
価
絹
が
内
蔵
庫
か
ら
捻
出
さ
れ
て
い
た
ウ
イ
グ
ル
と
の
絹
馬
交
易
に
関
し
て
も
、
既
に
膨
大
な
成
果
が
蓄
積
さ
れ
き



て
い
る
。
例
え
ば
、
林
氏
（
同
前
掲
論
文
（
前
掲
註
（
6
）
）
）
が
、
朝
貢
・
互
市
・
和
蕃
公
主
の
降
嫁
・
密
貿
易
・
掠
奪
等
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
通
じ

て
ウ
イ
グ
ル
は
唐
か
ら
絹
を
入
手
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
ウ
イ
グ
ル
の
目
的
に
対
し
、
粛
藤
勝
氏
（
「
唐

・
回
風
間
絹
馬
交
易
再
考
」
『
史
学
雑
誌
』
第
一

O
八
編
第
一

O
号
、
一
九
九
九
年
）
が
、
絹
馬
交
易
に
際
し
、
唐
に
と
っ
て
更
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は

支
払
う
絹
の
額
と
い
う
財
政
上
の
問
題
で
あ
り
、
唐
は
馬
価
絹
の
捻
出
に
非
常
な
困
難
を
伴
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
凶
）
『
唐
会
要
』
巻
六
公
主
雑
録
の
条
に
は
、
「
唐
隆
元
（
七
一

O
）
年
六
月
二
六
日
、
勅
公
主
置
府
。
近
有
勅
総
停
。
其
太
平
公
主
有
崇
保
社
稜
功
、

其
鎮
国
太
平
公
主
府
、
即
宜
依
旧
」
と
あ
り
、
公
主
府
の
停
止
以
降
も
太
平
公
主
の
み
は
公
主
府
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先

天
二
（
七
一
三
）
年
、
彼
女
が
玄
宗
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
『
旧
唐
書
』
巻
一
八
三
外
戚
太
平
公
主
伝
に
、
「
公
主
遼
入
山
寺
、

数
日
方
出
、
賜
死
子
家
。
公
主
諸
子
及
党
与
死
者
数
十
人
。
籍
其
家
、
財
貨
山
積
、
珍
奇
宝
物
、
伴
於
御
府
、
馬
牧
羊
牧
田
園
質
庫
、
数
年
徴
数
不
尽
。

恵
範
家
産
亦
数
十
万
貫
」
と
あ
り
、
公
主
府
を
含
む
す
べ
て
の
太
平
公
主
の
財
産
は
没
収
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
王
寿
南
氏

も
同
様
に
指
摘
し
て
い
る
（
同
「
唐
代
公
主
与
和
親
政
策
」
（
『
唐
代
人
物
与
政
治
』
文
津
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
一
ニ

O
三
頁
参
照
）
。

高
世
瑞
『
大
唐
帝
国
の
女
性
た
ち
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
六
四
頁
参
照
。

王
氏
前
掲
論
文
（
前
掲
註
（
日
）
）
三

O
三
頁
参
照
。
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